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臨床実習指導者講習会開催のお知らせ 
 

すでにご承知のことと存じますが、2018 年 10 月 5 日の理学療法士作業療法士学校養成

施設指定規則の一部を改正する省令に伴い臨床実習が大きく変わります。 

2020 年度から臨床実習指導者の要件は、免許を受けた後 5 年以上業務に従事した者で

あり、かつ厚生労働省が指定した臨床実習指導者講習会等を修了した者※となります。 

この講習会は、日本作業療法士協会、日本理学療法士協会、全国リハビリテーション学

校協会の３団体による主催（共催）で、都道府県作業療法士会、都道府県理学療法士会、お

よび都道府県臨床実習指導者講習会連絡校が開催します。 

臨床実習そのものは養成校が主として運営するものであり、臨床実習指導者の養成につ

いても養成校が全てを負うべきという議論はあります。しかし、学生の育成は、将来の作

業療法全体の質や社会的信頼・地位の確保に直結することでもあり、養成校教員だけでは

なく、全ての作業療法士が真摯に考えて行動すべき重要な課題といえます。 

埼玉県作業療法士会では、「日本一、学生に優しい県士会」をモットーに、学生会員制度

の創設や、夏キャンなど養成校との協業実績を重ねながら、積極的に人財育成に対応して

参りました。臨床実習指導者講習会についても、県士会における人財育成の最重要課題の

一つとして捉えております。 

つきましては、別紙要領にて臨床実習指導者講習会を開催いたします。二日間にわたる

講習時間や受講費用負担など、会員の皆さまにはご負担をいただく事になりますが、『作業

療法の未来』のためにもご理解ご協力を賜り、是非受講くださいますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 
※講習会等を修了した者 
① 厚生労働省指定臨床実習指導者講習会（OT 協会開催）を修了した者 
② 認定作業療法士のうち平成 29 年度末まで指定講習会免除申請をした者 
③ 認定作業療法士取得研修修了者のうち平成 29 年度末まで指定講習会免除申請をした者 
④ 臨床実習指導者研修会中・上級コースを修了した者 
⑤ 理学療法士作業療法士言語聴覚士養成施設教員等講習会を修了した者 

※上記⑤以外の認定状況は日本作業療法士協会 HP で確認してください 
http://www.jaot.or.jp/pre_education/jisshushidosha-list.html#saitama 

  

 



別紙   

 

【開催要項】 

日 時：2019 年 9 月 28 日(土)・29 日(日) 9:30～（受付 9:00～） 

場 所：文京学院大学ふじみ野キャンパス 中央館 2 階 C203 教室  

    ふじみ野市亀久保 1196  

対 象：作業療法士免許取得後 4 年以上の作業療法士および理学療法士 

定 員：100 名 

受講料：日本作業療法士協会会員  3000 円（資料代 1000 円を含む） 

    日本作業療法士協会非会員 6000 円（資料代 1000 円を含む） 

    ※当日徴収します（お釣りのないようにご準備ください） 

生涯教育ポイント：４ポイント（日本作業療法士協会会員のみ） 

修了者には厚生労働省からの修了証が発行されます 

 

申込〆切り：2019 年 7 月 12 日(金)23 時 59 分 厳守 
 

【申込方法】 

① 下記の URL または QR コードからフォームメーラーサイトにアクセス 

② 必要事項を入力してフォームを送信 

③ 申込受付メールが届きます（この時点では受講確定ではありません） 

④ 受講可否メールが届いた時点で確定です（7/13～7/17 送信予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

 埼玉県作業療法士会事務局 jimukyoku@ot-saitama.or.jp 

 

 

今年度の開催予定 

2019 年 11 月 2 日（土）・3日（日）：埼玉県立大学 

2020 年 2 月 1 日（土）・2 日（土）：目白大学さいたま岩槻キャンパス 

 

https://business.form-mailer.jp/fms/c6d41dce104114 



 

2019 年度 厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会プログラム 

 ＜1 日目＞ 

9:00～ 受付 

9:30～9:35 開会 オリエンテーション（講習会の進め方） 

9:35～10:05 （30 分） 
講義 1 理学療法士、作業療法士養成施設における臨床実習制度論   

意義・目的・内容・仕組み 

10:05～11:05 （60 分） 演習 1 一般目標と行動目標 

11:05～12:05 （60 分） 
講義 2-1 臨床実習指導方法論①   

学生の特徴と対応 対象者の捉えかた 臨床実習指導のあり方 

12:05～13:05 （60 分） 
講義 2-2 臨床実習指導方法論②  

見学・模倣・実施プロセスと指導ポイント コーチング・ティーチング 

13:05～13:55 昼休み 50 分 

13:55～15:25 （90 分） 演習 2 基本的態度・臨床技能・臨床の思考過程の見学・模倣・実施の実践 

15:25～15:55 （30 分） 
講義 3 臨床実習における管理・運営   

臨床実習の基本構造、ハラスメント、リスク管理、個人情報の保護 

15:55～16:55 （60 分） 演習 3 ハラスメント防止 

16:55～17:05 （10 分） 休憩 

17:05～18:05 （60 分） 
講義 4 臨床実習における学生評価  

教育評価の意義 学生評価とは 評価の側面と役割（OSCE の活用） 

18:05～19:35 （90 分） 
演習 4 臨床実習における学生評価の実際 

重点ポイントの整理および実習遂行が困難な学生への対処法 

 ＜2 日目＞ 

9:00～9:30 （30 分） 
講義 5 職業倫理および連携論   

多職種連携・チームワーク論、卒後教育との関連 

9:30～10:30 （60 分） 演習 5 多職種連携 

10:30～11:30 （60 分） 
講義 6 臨床実習指導方法論③   

生活行為向上マネジメント（MTDLP） 

11:30～13:00 （90 分） 演習 6-1 MTDLP によるマネジメント過程の実践 

13:00～14:30 （90 分） 
演習 6-2 事例報告書の作成   

事例報告書の作成指導・報告の仕方 臨床思考過程の理解と指導 

14:30～16:00 （90 分） 
演習 7  作業療法参加型臨床実習の理解 

    作業療法参加型実習のあり方 

16:00～16:05 （5 分） 閉会・事務連絡 



 ＊演習 6-1 は昼食を取りながら実施致します。   


